
(57)【要約】

【課題】　傾斜させて植設したタフトを、他のタフトと

効果的に関連づけて、歯ブラシ全体の刷掃効果や使用感

を効率良く改善することのできる歯ブラシを提供する。

【解決手段】　ブリッスル１４を束ねてなるタフト１５

ａ，１５ｂ，１５ｃが植毛台１１の長手方向Ｘに連設さ

れて複数列植毛台に植設されている歯ブラシ１０であっ

て、最外側列のタフト１５ａの束径よりも束径が細く、

且つ最外側列のタフト１５ａの毛丈よりも毛丈の高いタ

フト１５ｂの列が、最外側列と隣接する内側に最長タフ

ト列として設けられ、且つ最外側列のタフト１５ａが植

毛台１１の長手方向Ｘの先端側に傾斜して植設されてい

る。また最長タフト列のタフト１５ｂの間に配置されて

、中央列のタフト１５ｃが設けられていおり、植毛台１

１の先端部分及び後端部分には、先端側補助タフト群後

１６と端側補助タフト群１７が設けられている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト が 植 毛 台 の 長 手 方 向 に 連 設 さ れ て 複 数 列 植 毛 台 に 植 設 さ
れ て い る 歯 ブ ラ シ で あ っ て 、
　 最 外 側 列 の タ フ ト の 束 径 よ り も 束 径 が 細 く 、 且 つ 最 外 側 列 の タ フ ト の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の
高 い タ フ ト の 列 が 、 該 最 外 側 列 と 隣 接 す る 内 側 に 各 々 最 長 タ フ ト 列 と し て 設 け ら れ 、
　 前 記 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト の 束 径 よ り も 束 径 が 太 く 、 且 つ 前 記 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト の
毛 丈 よ り も 毛 丈 の 低 い タ フ ト の 列 が 、 前 記 最 長 タ フ ト 列 の 間 に 中 央 列 と し て 設 け ら れ 、
　 且 つ 前 記 最 外 側 列 の タ フ ト が 前 記 植 毛 台 の 長 手 方 向 の 先 端 側 又 は 後 端 側 に 傾 斜 し て 植 設
さ れ て い る 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 央 列 の タ フ ト は 、 前 記 植 毛 台 の 長 手 方 向 の 先 端 側 又 は 後 端 側 に 傾 斜 し て 植 設 さ れ
て い る 請 求 項 １ 記 載 の 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 最 外 側 列 の タ フ ト は 、 歯 ブ ラ シ を 側 面 か ら 見 た と き に 、 タ フ ト の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 が
、 上 方 に 凸 と な っ た 弧 状 の 湾 曲 線 を 描 く よ う に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 歯
ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 植 毛 台 の 先 端 部 分 及 び ／ 又 は 後 端 部 分 に 補 助 タ フ ト 群 が 設 け ら れ て お り 、 該 補 助 タ
フ ト 群 は 、 歯 ブ ラ シ を 側 面 か ら 見 た と き に 、 タ フ ト の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 が 、 前 記 植 毛 台
の 長 手 方 向 中 心 側 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 線 と な っ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
に 記 載 の 歯 ブ ラ シ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 植 毛 台 の 先 端 部 分 及 び ／ 又 は 後 端 部 分 に 補 助 タ フ ト 群 が 設 け ら れ て お り 、 該 補 助 タ
フ ト 群 の タ フ ト は 、 前 記 植 毛 台 の 長 手 方 向 中 心 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て 植 設 さ れ て い る 請 求
項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 歯 ブ ラ シ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 ブ ラ シ に 関 し 、 特 に ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト が 植 毛 台 の 長 手 方 向 に
連 設 さ れ て 複 数 列 植 毛 台 に 植 設 さ れ て い る 歯 ブ ラ シ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 歯 ブ ラ シ は 、 複 数 本 の ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト を 、 例 え ば 植 毛 台 に 設 け ら れ た 複
数 の 植 毛 穴 に 平 線 を 打 ち 込 ん だ り 熱 で 融 着 さ せ る 方 法 等 に よ っ て 植 設 固 定 す る こ と に よ り
、 複 数 の タ フ ト か ら な る ブ ラ シ 部 を 形 成 し て 得 ら れ る も の で あ る 。 ま た 、 歯 ブ ラ シ は 、 歯
面 部 、 歯 間 部 、 歯 頸 部 等 の 歯 の 部 位 や 、 前 歯 、 奥 歯 等 の 歯 の 種 類 に 応 じ た 適 切 な 刷 掃 を 効
率 良 く 行 う こ と が で き る よ う に す る と 共 に 、 使 用 感 を 向 上 さ せ る た め に 、 タ フ ト の 配 置 や
ブ ラ シ 部 の 全 体 の 形 状 等 に 種 々 の 工 夫 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト が 植 毛 台 の 長 手 方 向 に 連 設 さ
れ て 複 数 列 植 毛 台 に 植 設 さ れ 、 中 央 の 列 の タ フ ト の 束 径 を 細 く 、 毛 丈 を 高 く し 、 外 側 の 列
に 向 か っ て 毛 丈 が 順 次 低 く な っ て い る 歯 ブ ラ シ が 開 示 さ れ 、 中 央 に 植 設 さ れ た 束 径 が 細 く
毛 丈 の 高 い タ フ ト を 、 外 側 に 植 設 さ れ た 束 径 が 太 く 毛 丈 の 低 い タ フ ト で 支 え る こ と に よ り
、 必 要 以 上 に 撓 む こ と な く 歯 間 の 最 奥 部 ま で に 良 好 に 清 掃 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ９ ８ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 歯 ブ ラ シ に お い て さ ら に 歯 間 部 の 歯 垢 除 去 効 果 を 高 め る た め に 束 径

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-167435 A 2006.6.29



が 細 く 、 毛 丈 の 高 い タ フ ト の 列 を 複 数 植 設 し よ う と す る と 、 植 毛 台 を 大 き く す る こ と が 必
要 と な る た め 操 作 性 の 点 で 問 題 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 束 径 が 細 く 、 毛 丈 の 高 い タ フ ト を 複 数 列 植 設 す る こ と に よ り 、 さ ら に 歯 垢 除
去 効 果 を 高 く し 、 操 作 性 に 優 れ た 歯 ブ ラ シ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト が 植 毛 台 の 長 手 方 向 に 連 設 さ れ て 複 数 列 植 毛
台 に 植 設 さ れ て い る 歯 ブ ラ シ で あ っ て 、 最 外 側 列 の タ フ ト の 束 径 よ り も 束 径 が 細 く 、 且 つ
最 外 側 列 の タ フ ト の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の 高 い タ フ ト の 列 が 、 該 最 外 側 列 と 隣 接 す る 内 側 に 各
々 最 長 タ フ ト 列 と し て 設 け ら れ 、 前 記 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト の 束 径 よ り も 束 径 が 太 く 、 且
つ 前 記 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の 低 い タ フ ト の 列 が 、 前 記 最 長 タ フ ト 列 の
間 に 中 央 列 と し て 設 け ら れ 、 且 つ 前 記 最 外 側 列 の タ フ ト が 前 記 植 毛 台 の 長 手 方 向 の 先 端 側
又 は 後 端 側 に 傾 斜 し て 植 設 さ れ て い る 歯 ブ ラ シ を 提 供 す る こ と に よ り 、 上 記 目 的 を 達 成 し
た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ に よ れ ば 、 束 径 が 細 く 、 毛 丈 の 高 い タ フ ト を 複 数 列 植 設 す る こ と に よ
り 、 さ ら に 歯 垢 除 去 効 果 を 高 く し 、 且 つ 操 作 性 に 優 れ る 。 ま た 、 歯 磨 剤 の 歯 間 部 デ リ バ リ
ー が 優 れ て い る た め 、 フ ッ 化 物 含 有 歯 磨 剤 を 使 用 し た 場 合 、 歯 間 部 に フ ッ 化 物 を 素 早 く 高
濃 度 で 送 達 す る こ と が 可 能 で あ り 、 う 蝕 や 歯 周 病 の 予 防 に 有 効 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 本 発 明 の 好 ま し い 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ １ ０ は 、 図 １
（ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 把 持 部 （ 図 示 せ ず ） と 植 毛 台 １ １ と こ れ ら を 連 結 す る 首 部
１ ２ と か ら な る 歯 ブ ラ シ 本 体 の 植 毛 台 １ １ に 形 成 し た 複 数 の 植 毛 穴 １ ３ に 、 複 数 本 の ブ リ
ッ ス ル １ ４ を 束 ね て な る 毛 束 （ タ フ ト ） １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １ ７ ａ を 各 々
植 毛 （ 植 設 ） す る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 歯 ブ ラ シ 本 体 は 、 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 か ら な り 、 そ の 植 毛
台 １ １ の 平 坦 な 表 面 に は 、 各 タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １ ７ ａ の 配 設 位 置
に 対 応 さ せ て 、 縦 横 に 所 定 の 間 隔 を お い て 多 数 の 植 毛 穴 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 各 植
毛 穴 １ ３ は 、 当 該 植 毛 穴 １ ３ に 植 設 さ れ る タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １ ７
ａ の 根 元 部 の 束 径 が 後 述 す る 所 定 の 大 き さ （ 例 え ば 段 落 〔 ０ ０ １ ４ 〕 、 〔 ０ ０ １ ６ 〕 、 〔
０ ０ １ ８ 〕 、 〔 ０ ０ ２ １ 〕 に 記 載 さ れ た 大 き さ ） と な る よ う な 円 形 断 面 で 、 か つ 例 え ば ２
～ ５ ｍ ｍ の 深 さ で 設 け ら れ て い る 。 な お 、 各 タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １
７ ａ は 、 平 線 を 打 ち 込 む 方 法 や 、 熱 で 融 着 さ せ る 方 法 等 に よ っ て 植 毛 穴 １ ３ に 各 々 植 設 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １ ７ ａ を 構 成 す る ブ リ ッ ス ル １ ４ は 、 例 え
ば ナ イ ロ ン 等 の 合 成 樹 脂 や 、 豚 毛 な ど の 天 然 素 材 か ら な る 、 例 え ば ６ ～ １ ０ ｍ ｉ ｌ （ ０ ．
１ ５ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ ） の 太 さ を 有 す る フ ィ ラ メ ン ト 材 で あ っ て 、 こ れ を 例 え ば 十 数 本 ～ 数
十 本 束 ね る こ と に よ っ て 、 各 植 毛 穴 １ ３ の 開 口 形 状 に 相 当 す る 、 例 え ば １ ～ １ ． ６ ｍ ｍ の
束 径 の タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ ， １ ６ ａ ， １ ７ ａ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 な お 、
本 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 ブ リ ッ ス ル １ ４ の 先 端 の 毛 先 に は 、 例 え ば テ ー パ ー 加 工 を 施
す こ と が で き る 他 、 ラ ウ ン ド 形 状 や 球 状 等 に 加 工 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ は 、 ブ リ ッ ス ル １ ４ を 束 ね て な る タ フ ト １ ５ ａ
， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ が 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ に 連 設 さ れ て 複 数 列 植 毛 台 １ １ に 植 設 さ れ て
い る 歯 ブ ラ シ で あ っ て 、 最 外 側 列 の タ フ ト １ ５ ａ （ 以 下 「 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ 」 と す る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-167435 A 2006.6.29



） の 束 径 よ り も 束 径 が 細 く 、 且 つ 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の 高 い タ フ ト １ ５
ｂ の 列 が 、 最 外 側 列 と 隣 接 す る 内 側 に 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト １ ５ ｂ （ 以 下 「 最 長 タ フ ト １
５ ｂ 」 と す る 。 ） と し て 設 け ら れ て お り 、 且 つ 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ が 植 毛 台 １ １ の 長 手 方
向 Ｘ の 例 え ば 先 端 側 に 傾 斜 し て 植 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ に よ れ ば 、 両 側 の 最 外 側 列 の 内 側 に 各 々 隣 接 す る
最 長 タ フ ト 列 の 間 に 配 置 さ れ て 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 束 径 よ り も 束 径 が 太 く 、 且 つ 最 長 タ
フ ト １ ５ ｂ の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の 低 い タ フ ト １ ５ ｃ の 列 が 、 中 央 列 の タ フ ト １ ５ ｃ （ 以 下 「
中 央 タ フ ト １ ５ ｃ 」 と す る 。 ） と し て １ 列 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ に よ れ ば 、 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 先 端 部 分
と 後 端 部 分 に 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ 、 及 び 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ に よ る 列
を 挟 み 込 む よ う に し て 、 複 数 の 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ａ か ら な る 先 端 側 補 助 タ フ ト 群 １ ６ と
複 数 の 後 端 補 助 タ フ ト １ ７ ａ か ら な る 後 端 側 補 助 タ フ ト 群 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ は 、 各 最 外 側 列 に ５ 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 根 元 部 に お け る 束
径 が 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ 、 根 元 部 に お け る 中 心 間 隔 が 例 え ば ２ ． ８ ｍ ｍ と な る よ う に 配 置 さ
れ て い る 。 ま た 、 植 毛 台 １ １ の 表 面 か ら の 高 さ で あ る 毛 丈 が 例 え ば １ １ ． ０ ｍ ｍ と な っ て
お り 、 且 つ 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か ら 、 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 先 端
側 に 例 え ば ５ 度 の 角 度 で 傾 斜 し て 植 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 束 径 は 、 １ ． ４ ～ １ ． ８ ｍ ｍ 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 中
心 間 隔 は 、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 束 径 を 、 １
． ４ ～ １ ． ８ ｍ ｍ 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 中 心 間 隔 を 、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と に
よ り 、 歯 面 を 磨 く た め の 柔 軟 性 と 剛 性 の バ ラ ン ス が 良 く な り 、 歯 頸 部 の 歯 垢 除 去 効 果 が 高
ま る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 毛 丈 は 、 ９ ～ １ ２ ｍ
ｍ 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ と 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 段 差 は 、 ０ ． ５ ～ ２ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま
し い 。 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 毛 丈 を 、 ９ ～ １ ２ ｍ ｍ 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ と 最 長 タ フ ト １
５ ｂ の 段 差 を 、 ０ ． ５ ～ ２ ｍ ｍ と す る こ と に よ り 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ は 外 側 に 広 が り に く
く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 届 き や す く な る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。 さ ら に 、 最
外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ へ の 傾 倒 角 度 は 、 ３ ～ １ ０ 度 と す る こ と が 好
ま し い 。 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 傾 倒 角 度 を 、 ３ ～ １ ０ 度 と す る こ と に よ り 、 最 長 タ フ ト １
５ ｂ は よ り 一 層 外 側 に 広 が り に く く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 非 常 に 届 き や す く な る と い う
利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 傾 倒 角 度 を 、 １ ０ 度 以 内 に す る
こ と で 、 歯 ぐ き へ の 当 た り を 最 低 限 に 抑 え 、 傷 つ き に く く す る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ は 、 各 最 長 タ フ ト 列 に ５ 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 根 元 部 に お け る
束 径 が 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ よ り も 細 い 例 え ば １ ｍ ｍ 、 根 元 部 に お け る 中 心 間 隔 が 例 え ば ２
． ８ ｍ ｍ と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 植 毛 台 １ １ の 表 面 か ら の 高 さ で あ る 毛 丈 が
最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ よ り も 高 い 例 え ば １ ３ ｍ ｍ と な っ て お り 、 傾 斜 す る こ と な く 植 毛 台 １
１ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 植 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 束 径 は 、 ０ ． ８ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 毛 丈 は
、 １ ０ ～ １ ４ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 束 径 を 、 ０ ． ８ ～ １ ． ２ ｍ
ｍ 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 毛 丈 を 、 １ ０ ～ １ ４ ｍ ｍ と す る こ と に よ り 、 す き 間 に 到 達 す る た
め の 柔 軟 性 と 剛 性 の バ ラ ン ス が 良 く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 届 き や す く な る と い う 利 点 が
得 ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 中 心 間 隔 は 、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る
こ と が 好 ま し い 。 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 中 心 間 隔 を 、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と に よ り
、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ が 集 中 し す ぎ な い の で 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 届 き や す く 、 か つ 分 散 し す ぎ
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な い の で 歯 間 部 や 歯 肉 溝 が 効 率 良 く 磨 け る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ は 、 最 長 タ フ ト 列 の 間 に 配 置 さ れ た １ 列 の 中 央 列 に ５ 箇 所 に 設 け ら れ
て お り 、 そ の 根 元 部 に お け る 束 径 が 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ よ り も 太 い 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ 、 根 元
部 に お け る 中 心 間 隔 が 例 え ば ２ ． ８ ｍ ｍ と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 植 毛 台 １ １
の 表 面 か ら の 高 さ で あ る 毛 丈 が 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ よ り も 低 い 例 え ば １ １ ｍ ｍ と な っ て お り
、 傾 斜 す る こ と な く 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 植 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 束 径 は 、 １ ． ４ ～ ２ ｍ ｍ 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 中 心 間 隔 は
、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 束 径 を 、 １ ． ４ ～ ２ ｍ
ｍ 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 中 心 間 隔 を 、 ２ ． ４ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と に よ り 、 最 長 タ フ ト
１ ５ ｂ は 内 側 に 広 が り に く く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 届 き や す く な る と い う 利 点 が 得 ら れ
る こ と に な る 。 ま た 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 毛 丈 は 、 ８ ～ １ ２ ｍ ｍ 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ と 最
長 タ フ ト １ ５ ｂ の 段 差 は 、 １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ の 毛
丈 を 、 ８ ～ １ ２ ｍ ｍ 、 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ と 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 段 差 を 、 １ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ と
す る こ と に よ り 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ は 内 側 に 広 が り に く く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 届 き や
す く な る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ に よ る ２ 列 の 最 外 側 列 、 最 長 タ フ
ト １ ５ ｂ に よ る ２ 列 の 最 長 タ フ ト 列 、 及 び 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ に よ る １ 列 の 中 央 列 は 、 植 毛
台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ と 垂 直 な 方 向 に お け る 中 心 間 隔 が 例 え ば ２ ． ８ ｍ ｍ と な る よ う に 配 置
さ れ て お り 、 ま た 各 列 の タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ は 、 隣 接 す る 列 の タ フ ト １ ５ ａ ，
１ ５ ｂ ， １ ５ ｃ と 互 い 違 い に な る よ う に 千 鳥 状 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 各 列 の 植 毛 台
１ １ の 長 手 方 向 Ｘ と 垂 直 な 方 向 に お け る 中 心 間 隔 は 、 ２ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し
い 。 各 列 の 中 心 間 隔 を 、 ２ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す る こ と に よ り 、 各 列 の タ フ ト が 集 中 し す ぎ な
い の で 動 き や す く 、 か つ 分 散 し す ぎ な い の で 効 率 良 く 磨 け る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に
な る 。 ま た 、 各 列 の タ フ ト １ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， １ ５ ｃ を 千 鳥 状 に 配 置 す る こ と に よ り 、 植 毛
ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 で き 、 植 毛 台 が 必 要 以 上 に 大 き く な ら な い と い う 利 点 が 得 ら れ る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 先 端 側 補 助 タ フ ト 群 １ ６ を 構 成 す る 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ａ は 、 例 え ば 植 毛 台 １ １ の 長 手
方 向 Ｘ と 垂 直 な 方 向 に ２ 列 、 ５ 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 根 元 部 に お け る 束 径 が 例 え ば １ ．
６ ｍ ｍ 、 毛 丈 が 例 え ば １ １ ｍ ｍ で 、 傾 斜 す る こ と な く 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な
方 向 に 植 設 さ れ て い る 。 ま た 、 後 端 側 補 助 タ フ ト 群 １ ７ を 構 成 す る 後 端 補 助 タ フ ト １ ７ ａ
は 、 例 え ば ３ 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 根 元 部 に お け る 束 径 が 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ 、 毛 丈 が 例
え ば １ １ ｍ ｍ で 、 傾 斜 す る こ と な く 植 毛 台 １ １ の 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 植 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 上 述 の 構 成 を 有 す る 本 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ に よ れ ば 、 傾 斜 さ せ て 植 設
し た 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ を 、 他 の タ フ ト と し て の 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ と 効 果 的 に 関 連 づ け て
、 歯 ブ ラ シ １ ０ 全 体 の 刷 掃 効 果 や 使 用 感 を 効 率 良 く 改 善 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本
第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 束 径 よ り も 束 径 が 細 く 、 且 つ 最 外 側 タ フ ト
１ ５ ａ の 毛 丈 よ り も 毛 丈 の 高 い 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 列 が 、 最 外 側 列 と 隣 接 す る 内 側 に 最 長
タ フ ト 列 と し て 設 け ら れ 、 且 つ 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ が 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 先 端 側 に
傾 斜 し て 植 設 さ れ て い る の で 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ が 長 手 方 向 Ｘ に 傾 斜 し て い る こ と に よ
り 、 当 該 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ は 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の ブ リ ッ ス ル １ ４ の 外 側 へ の 広 が り を
効 果 的 に 防 止 し つ つ 、 歯 面 接 触 力 を 向 上 さ せ 、 歯 頸 部 （ 歯 と 歯 ぐ き の 境 目 ） の 高 い 歯 垢 除
去 効 果 を 発 揮 す る 。 ま た 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 内 側 に 隣 接 し て 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ に よ
る 最 長 タ フ ト 列 が 配 置 さ れ て い る の で 、 当 該 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ が 歯 間 部 の み な ら ず 、 歯 肉
溝 に も 届 き や す く な っ て 、 通 常 の ブ ラ ッ シ ン グ 操 作 で い つ も 通 り 歯 を 磨 い た 場 合 で も 、 歯
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ブ ラ シ １ ０ 全 体 の 刷 掃 効 果 や 使 用 感 が 効 果 的 に 向 上 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 最 外 側 列 の 内 側 に 各 々 隣 接 す る 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ に よ
る 最 長 タ フ ト 列 の 間 に 配 置 さ れ て 、 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の 束 径 よ り も 束 径 が 太 く 、 且 つ 最 長
タ フ ト １ ５ ｂ よ り も 毛 丈 の 低 い 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ か ら な る 中 央 列 が 設 け ら れ て い る の で 、
当 該 束 径 が 太 く 、 毛 丈 の 低 い 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ に よ っ て 、 歯 の 比 較 的 平 坦 な 面 に 対 す る 歯
垢 除 去 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 好 ま し い 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ ２ ０ を 示 す も の
で あ る 。 本 第 ２ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ２ ０ は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ と 略 同 様 の
構 成 を 備 え る 一 方 で 、 最 外 側 列 の 内 側 に 各 々 隣 接 す る 最 長 タ フ ト 列 の 最 長 タ フ ト １ ５ ｂ の
間 に 配 置 さ れ る 、 １ 列 の 中 央 列 の タ フ ト １ ５ ｆ が 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ に お
け る 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ と 同 様 の 束 径 及 び 毛 丈 を 有 す る と 共 に 、 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の
後 端 側 に 、 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か ら 例 え ば ５ 度 の 角 度 で 傾 斜 し て 植 設
さ れ た 第 ２ 中 央 タ フ ト １ ５ ｆ と な っ て い る 。 本 第 ２ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ２ ０ に よ っ て も 、
上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ と 略 同 様 の 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 他 、 第 ２ 中 央 タ フ ト １ ５
ｆ が 好 ま し く は ３ ～ １ ５ 度 の 角 度 で 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ に 傾 倒 し て い る こ と に よ り 、
最 長 タ フ ト １ ５ ｂ は よ り 一 層 内 側 に 広 が り に く く な り 、 歯 間 部 や 歯 肉 溝 に 非 常 に 届 き や す
く な る と い う 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 好 ま し い 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ ３ ０ を 示 す も の
で あ る 。 本 第 ３ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ３ ０ は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ と 略 同 様 の
構 成 を 備 え る 一 方 で 、 最 外 側 列 の 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ は 、 歯 ブ ラ シ ３ ０ を 側 面 か ら 見 た と
き に 、 タ フ ト １ ５ ａ の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 １ ８ が 、 上 方 に 凸 と な っ た 弧 状 の 湾 曲 線 を 描 く
よ う に 設 け ら れ て い る 。 本 第 ３ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ３ ０ に よ っ て も 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の
歯 ブ ラ シ １ ０ と 略 同 様 の 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 他 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ の 先 端 を 結 ん だ 先 端
線 １ ８ が 弧 状 の 湾 曲 線 と な っ て い る こ と に よ り 、 斜 め に 傾 倒 し て 植 設 さ れ た 最 外 側 タ フ ト
１ ５ ａ の 歯 ぐ き 等 へ の 接 触 力 を 緩 和 し つ つ 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ が 優 し く 当 た る こ と を 可
能 に し て 、 当 該 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ に よ っ て 、 よ り し っ か り と 磨 け る よ う に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 タ フ ト １ ５ ａ の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 １ ８ は 、 そ の 曲 率 半 径 が １ ０ ～ ２ ５ ｍ ｍ と な
る よ う に 弧 状 に 湾 曲 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 タ フ ト １ ５ ａ の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 １ ８ を 曲
率 半 径 が １ ０ ～ ２ ５ ｍ ｍ と な る よ う に 弧 状 に 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ
が 長 手 方 向 に 傾 斜 し て い て も 、 歯 ぐ き を 傷 つ け る こ と な く 、 歯 頸 部 を し っ か り 磨 け る と い
う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 好 ま し い 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ ４ ０ を 示 す も の
で あ る 。 本 第 ４ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ４ ０ は 、 上 記 第 ３ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ３ ０ と 略 同 様 の
構 成 を 備 え る 一 方 で 、 植 毛 台 １ １ の 先 端 部 分 に 設 け ら れ た 先 端 補 助 タ フ ト 群 １ ６ を 構 成 す
る 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ｂ は 、 タ フ ト １ ６ ｂ の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 １ ９ が 、 植 毛 台 １ １ の 長
手 方 向 Ｘ 中 心 側 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 す る 斜 め に カ ッ ト さ れ た 傾 斜 線 と な っ て い て 、 長 手
方 向 Ｘ 中 心 側 お け る 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ と 略 同 じ 高 さ か ら 、 先 端 側 に 向 け て 例 え ば ５ ～ ２ ０
度 の 勾 配 で そ の 毛 丈 が 直 線 状 に 高 く な っ て い る 。 ま た 、 本 第 ４ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ４ ０ に
よ れ ば 、 先 端 部 分 に 設 け ら れ た 先 端 補 助 タ フ ト 群 １ ６ を 構 成 す る 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ｂ は
、 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 中 心 側 に 向 か っ て 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か
ら 例 え ば １ ． ５ 度 の 角 度 で 傾 斜 し て 植 設 さ れ て お り 、 後 端 部 分 に 設 け ら れ た 後 端 補 助 タ フ
ト 群 １ ７ を 構 成 す る 後 端 補 助 タ フ ト １ ７ ｂ は 、 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 中 心 側 に 向 か っ
て 植 毛 台 １ １ の 植 毛 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か ら 例 え ば ５ 度 の 角 度 で 傾 斜 し て 植 設 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 第 ４ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ４ ０ に よ っ て も 、 上 記 第 ３ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ３ ０ と 略 同 様
の 作 用 効 果 が 奏 さ れ る 他 、 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ｂ の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線 １ ９ が 中 心 側 に 向
か っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 線 と な っ て い る こ と に よ り 、 当 該 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ｂ を 奥 歯
の 奥 ま で 効 果 的 に 届 か せ る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 先 端 補 助 タ フ ト １ ６ ｂ を 植 毛 台 １ １
の 長 手 方 向 Ｘ の 中 心 側 に 向 か っ て 傾 斜 さ せ て 植 設 す る こ と に よ り 、 奥 歯 の 奥 の 歯 面 に ブ リ
ッ ス ル １ ４ が 中 腹 部 分 で な く 先 端 で し っ か り 当 た る と い う 利 点 が 得 ら れ る こ と に な る 。 さ
ら に 、 後 端 補 助 タ フ ト １ ７ ｂ を 植 毛 台 １ １ の 長 手 方 向 Ｘ の 中 心 側 に 向 か っ て 傾 斜 さ せ て 植
設 す る こ と に よ り 、 最 外 側 タ フ ト １ ５ ａ や 中 央 タ フ ト １ ５ ｃ が 長 手 方 向 に 傾 斜 し て 空 い た
ス ペ ー ス 埋 め 、 ブ リ ッ ス ル の 当 た り 方 に ム ラ が で き な い よ う に す る と う い う 利 点 が 得 ら れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば
、 植 毛 台 の 先 端 部 分 及 び 後 端 部 分 に 補 助 タ フ ト 群 を 設 け る 必 要 は 必 ず し も な く 、 先 端 部 分
や 後 端 部 分 の い ず れ か 一 方 の み に 補 助 タ フ ト 群 を 設 け た り 、 い ず れ に も 補 助 タ フ ト 群 を 設
け る こ と な く 歯 ブ ラ シ を 形 成 し て も 良 い 。 ま た 両 側 の 最 外 側 列 の 内 側 に 各 々 隣 接 す る 最 長
タ フ ト 列 の 間 に 配 置 さ れ る 中 央 列 の タ フ ト は 、 ２ 列 以 上 設 け る こ と も で き 、 異 な る ２ 種 以
上 の タ フ ト に よ っ て 構 成 し て も 良 い 。 さ ら に 、 植 毛 穴 や タ フ ト は 、 円 形 断 面 を 備 え て い る
必 要 は 必 ず し も な い 。 さ ら に ま た 、 最 外 側 列 の タ フ ト は 、 植 毛 台 の 後 端 側 に 傾 斜 さ せ て 植
設 す る こ と も で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ り 、 本 発 明 の 歯 ブ ラ シ を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 〔 実 施 例 １ ～ ４ 〕
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 歯 ブ ラ シ を 実 施 例 １ の 歯 ブ ラ シ
と し た 。 上 記 第 ２ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ２ ０ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 歯 ブ ラ シ を 実 施 例 ２ の 歯
ブ ラ シ と し た 。 上 記 第 ３ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ３ ０ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 歯 ブ ラ シ を 実 施 例
３ の 歯 ブ ラ シ と し た 。 上 記 第 ４ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ ４ ０ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 歯 ブ ラ シ を
実 施 例 ４ の 歯 ブ ラ シ と し た 。 実 施 例 １ ～ ４ の 歯 ブ ラ シ に つ い て 、 後 述 の 方 法 に 従 っ て 、 臨
床 評 価 と し て 「 歯 間 部 の 歯 垢 除 去 率 」 、 「 歯 頸 部 の 歯 垢 除 去 率 」 「 奥 歯 の 歯 垢 除 去 率 」 、
及 び 「 歯 ぐ き の 低 為 害 性 」 を 評 価 し た 。 ま た 、 使 用 評 価 と し て 、 「 歯 間 部 に 毛 先 が 届 く 感
じ 」 、 「 歯 肉 溝 に 毛 先 が 届 く 感 じ 」 、 及 び 「 奥 歯 の 奥 に 毛 先 が 届 く 感 じ 」 を 評 価 し た 。 実
施 例 1～ ４ の 歯 ブ ラ シ の 詳 細 を 表 １ に 、 評 価 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 〔 比 較 例 １ ， ２ 〕
　 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ブ リ ッ ス ル を 束 ね て な る タ フ ト が 植 毛 台 の 長 手 方 向
に 連 設 さ れ て 複 数 列 植 毛 台 に 植 設 さ れ 、 中 央 の 列 の タ フ ト の 束 径 を 細 く 、 毛 丈 を 高 く し 、
外 側 の 列 に 向 か っ て 毛 丈 が 順 次 低 く な っ て い る 歯 ブ ラ シ を 比 較 例 １ の 歯 ブ ラ シ と し た 。 図
６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 歯 ブ ラ シ １ ０ に お い て 、 最 長 タ フ ト
列 が な く 、 最 外 側 タ フ ト 及 び 中 央 タ フ ト の 毛 丈 を 平 切 り に し 、 最 外 側 列 の 最 外 側 タ フ ト を
２ ０ 度 傾 倒 し た も の を 比 較 例 ２ の 歯 ブ ラ シ と し た 。 比 較 例 １ ， ２ の 歯 ブ ラ シ に つ い て 、 実
施 例 １ ～ ４ の 歯 ブ ラ シ と 同 様 に 、 「 歯 間 部 の 歯 垢 除 去 率 」 、 「 歯 頸 部 の 歯 垢 除 去 率 」 、 「
奥 歯 の 歯 垢 除 去 率 」 、 及 び 「 歯 ぐ き の 低 為 害 性 」 を 評 価 し た 。 ま た 、 使 用 評 価 と し て 、 「
歯 間 部 に 毛 先 が 届 く 感 じ 」 、 「 歯 肉 溝 に 毛 先 が 届 く 感 じ 」 、 及 び 「 奥 歯 の 奥 に 毛 先 が 届 く
感 じ 」 を 評 価 し た 。 比 較 例 １ ， ２ の 歯 ブ ラ シ の 詳 細 を 表 １ に 、 評 価 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 〔 臨 床 評 価 〕
　 臨 床 評 価 は 、 以 下 の 手 順 に 従 っ て 行 っ た 。
　 す な わ ち 、 ２ ０ 代 か ら ３ ０ 代 の 男 女 １ ０ 名 を 被 験 者 に 選 び 、 中 切 歯 、 第 １ 小 臼 歯 、 第 １
大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 の 全 部 で １ ６ 歯 を 被 験 歯 と し た 。 そ の 際 、 被 験 歯 は 歯 冠 補 綴 や カ リ エ
ス の な い 歯 と し た 。 評 価 の 手 順 は 、 評 価 前 日 に 歯 垢 を 完 全 に 除 去 し て ポ リ ッ シ ン グ し た 後
、 歯 磨 き を 停 止 さ せ 、 歯 垢 を 蓄 積 さ せ た 。 ２ ４ 時 間 後 、 歯 垢 染 色 剤 （ プ ロ ス ペ ッ ク ／ GC社
） に て 歯 垢 を 赤 く 染 め 出 し た 後 、 各 評 価 歯 ブ ラ シ で 刷 掃 前 後 の 歯 垢 量 を 測 定 し た 。 ま た 、
各 評 価 歯 ブ ラ シ の 刷 掃 前 後 で 、 歯 ぐ き の 傷 の 有 無 を 目 視 で 確 認 し 、 刷 掃 後 に つ い た 傷 の 数
を カ ウ ン ト し た 。
　 歯 垢 量 の 測 定 は 、 歯 科 衛 生 士 に よ り 歯 肉 辺 縁 よ り の 歯 垢 の 高 さ （ ポ ケ ッ ト プ ロ ー ブ を 用
い て ０ ． ５ ｍ ｍ 単 位 の 高 さ ） を 求 め る こ と に よ り 行 っ た 。 各 被 験 歯 の 測 定 部 位 は 、 頬 側 、
舌 側 そ れ ぞ れ の 歯 面 を 均 等 に ５ 分 割 し 、 各 分 割 面 の 中 央 部 １ ０ ヶ 所 と し た 。 こ の う ち 、 歯
間 部 の 歯 垢 量 は 図 ７ の 被 験 歯 す べ て の 両 側 ２ 部 位 、 歯 頸 部 の 歯 垢 量 は 図 ７ の 被 験 歯 す べ て
の 中 央 ３ 部 位 、 奥 歯 の 歯 垢 量 は 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 の 全 部 位 と し た 。
　 歯 垢 除 去 率 の 判 定 は 、
　 　 歯 間 部 ： ８ ０ ％ 以 上 で ◎ 、 ７ ０ ％ 以 上 で ○ 、 ６ ０ ％ 以 上 で △ 、 ６ ０ ％ 未 満 で ×
　 　 歯 頸 部 ： ９ ０ ％ 以 上 で ◎ 、 ８ ０ ％ 以 上 で ○ 、 ７ ０ ％ 以 上 で △ 、 ７ ０ ％ 未 満 で ×
　 　 奥 歯 　 ： ８ ０ ％ 以 上 で ◎ 、 ７ ０ ％ 以 上 で ○ 、 ６ ０ ％ 以 上 で △ 、 ６ ０ ％ 未 満 で ×
と し て 評 価 し た 。
　 　 　 歯 垢 除 去 率 （ ％ ） ＝ （ 刷 掃 前 の 歯 垢 量 ― 刷 掃 後 の 歯 垢 量 ） ／ 刷 掃 前 の 歯 垢 量 × １ ０
０
　 な お 、 刷 掃 方 法 は 、 被 験 者 各 人 が 日 常 行 っ て い る 自 由 な 方 法 に よ っ た 。
　 歯 ぐ き の 低 為 害 性 の 判 定 は 、 傷 の 数 が ０ ヶ 所 で ◎ 、 １ ～ ２ ヶ 所 で ○ 、 ３ ～ ５ ヶ 所 で △ 、
６ ヶ 所 以 上 で × と し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 〔 使 用 評 価 〕
　 上 述 の 男 女 １ ０ 名 の 被 験 者 に 歯 磨 き 時 の 使 用 感 に つ い て ア ン ケ ー ト を 行 い 、 評 価 し た 。
　 判 定 は 、 ５ 段 階 評 価 に よ る ス コ ア の 合 計 （ 「 感 じ る 」 ５ 点 、 「 や や 感 じ る 」 ４ 点 、 「 ど
ち ら と も い え な い 」 ３ 点 、 「 あ ま り 感 じ な い 」 ２ 点 、 「 感 じ な い 」 １ 点 ） で ４ ５ 点 以 上 が
◎ 、 ４ ０ 点 以 上 が ○ 、 ３ ０ 点 以 上 が △ 、 ３ ０ 点 未 満 を × と し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 表 １ に 示 す 評 価 結 果 よ れ ば 、 本 発 明 に 係 る 実 施 例 １ ～ ４ の 歯 ブ ラ シ は 、 歯 ブ ラ シ 全 体 の
刷 掃 効 果 や 使 用 感 に 関 し て 、 高 い 評 価 が 得 ら れ る こ と が 判 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 〔 歯 磨 剤 の 歯 間 部 デ リ バ リ ー 試 験 〕
　 歯 ブ ラ シ の 種 類 や 使 用 方 法 と 歯 磨 剤 の 歯 間 部 へ の 送 達 と の 関 連 を 歯 間 部 モ デ ル と ブ ラ ッ
シ ン グ マ シ ー ン を 用 い て 定 量 的 に 調 べ た 。
　 歯 間 部 モ デ ル は 図 ８ に 示 す よ う に ０ ． ２ ｍ ｍ の 間 隔 で 直 径 ５ ｍ ｍ の 円 柱 を 向 か い 合 わ せ
に 固 定 し た も の を 用 い た 。 ブ ラ ッ シ ン グ マ シ ー ン は ス ト ロ ー ク ２ ０ ｍ ｍ 、 荷 重 ２ ０ ０ ｇ 、
速 度 １ ２ ０ 回 ／ ｍ ｉ ｎ 、 刷 掃 回 数 ６ ０ 回 、 ブ ラ シ 角 （ ９ ０ 、 ７ ５ 、 ６ ０ 度 ） と し た 。 フ ッ
化 物 配 合 歯 磨 剤 は 市 販 品 （ ク リ ア ク リ ー ン プ ラ ス キ シ リ ト ー ル （ 花 王 株 式 会 社 製 ） ） を 用
い 、 歯 間 部 モ デ ル に 約 １ ｇ 塗 布 し た 後 、 ブ ラ ッ シ ン グ を 行 っ た 。 そ の 後 、 歯 間 部 モ デ ル の
０ ． ２ ｍ ｍ の 隙 間 を 通 過 し て 裏 に 届 い た 歯 磨 剤 の 量 を 測 定 し た 。 使 用 し た 歯 ブ ラ シ は 、 実
施 例 １ の 歯 ブ ラ シ 、 比 較 例 １ の 歯 ブ ラ シ 、 側 面 か ら 見 た ブ ラ シ 面 を 山 形 カ ッ ト し た 歯 ブ ラ
シ （ Ｉ ） 、 毛 先 を 先 細 加 工 し た 歯 ブ ラ シ （ Ｔ ） 、 毛 先 を ラ ウ ン ド 加 工 し た 歯 ブ ラ シ （ Ｄ ）
で あ る 。 歯 間 部 モ デ ル の 裏 に 届 い た 歯 磨 剤 の 量 （ ｍ ｇ ） の 測 定 結 果 を 図 ９ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 実 施 例 ４ の 歯 ブ ラ シ は ９ ０ 度 か ら ６ ０ 度 の い ず れ の 角 度 に お い て も 歯 間 部 モ デ ル の 裏 に
届 く 歯 磨 剤 の 量 （ ｍ ｇ ） は 最 も 多 か っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 実 施 例 ４ の 歯 ブ ラ シ が 角 度
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依 存 性 も 少 な く 、 も っ と も 効 率 的 に 歯 間 部 に 歯 磨 剤 を デ リ バ リ ー で き る こ と が 明 ら か に な
っ た 。 ブ ラ ッ シ ン グ 行 動 は 個 人 差 が 大 き く 多 種 、 多 様 で あ る し 理 想 的 テ ク ニ ッ ク の 習 得 も
容 易 で は な い 。 磨 き 方 に 依 存 せ ず 、 歯 間 部 に 歯 磨 剤 を 届 け る こ と が で き る 歯 ブ ラ シ と 歯 磨
剤 の 使 用 は 、 歯 間 部 に フ ッ 化 物 を 素 早 く 高 濃 度 で 送 達 す る こ と が 可 能 で 、 う 蝕 や 歯 周 病 の
予 防 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 ま し い 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 ま し い 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 ま し い 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ）
は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 比 較 例 １ の 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図
、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 比 較 例 ２ の 歯 ブ ラ シ の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図
、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の Ａ － Ａ に 沿 っ た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 歯 垢 除 去 試 験 に お け る 歯 間 部 、 歯 頸 部 、 及 び 歯 垢 の 高 さ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 歯 磨 剤 の 歯 間 部 デ リ バ リ ー 試 験 に 使 用 す る 歯 間 部 モ デ ル の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 歯 磨 剤 の 歯 間 部 デ リ バ リ ー 試 験 に よ る 歯 ブ ラ シ 、 刷 掃 角 度 と 歯 磨 剤 送 達 量 と の 関
係 を 表 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ 　 歯 ブ ラ シ
１ １ 　 植 毛 台
１ ２ 　 首 部
１ ３ 　 植 毛 穴
１ ４ 　 ブ リ ッ ス ル
１ ５ ａ 　 最 外 側 タ フ ト （ 最 外 側 列 の タ フ ト ）
１ ５ ｂ 　 最 長 タ フ ト （ 最 長 タ フ ト 列 の タ フ ト ）
１ ５ ｃ 　 中 央 タ フ ト （ 中 央 列 の タ フ ト ）
１ ５ ｆ 　 第 ２ 中 央 タ フ ト
１ ６ 　 先 端 側 補 助 タ フ ト 群
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ 　 先 端 補 助 タ フ ト
１ ７ 　 後 端 側 補 助 タ フ ト 群
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 後 端 補 助 タ フ ト
１ ８ 　 最 外 側 タ フ ト の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線
１ ９ 　 先 端 補 助 タ フ ト の 先 端 を 結 ん だ 先 端 線
Ｘ 　 　 植 毛 台 の 長 手 方 向

10

20

30

40

(10) JP 2006-167435 A 2006.6.29



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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